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◆空間線量 モニタリングデータ（水戸、つくば、市原）

茨城県つくば市東（産総研）（南西170ｋｍ） (μSv/h)

千葉県市原市（南南西227ｋｍ） (μSv/h)

茨城県水戸市(南南西130ｋｍ） (μSv/h)

●地上付近の放射能、3/21第２ピークから低減するもまだ高位

●福島原発、4/4放射能排水、海洋に大量放出

「海洋汚染」～食物連鎖でお魚に放射能は濃縮・蓄積さ
れないか？食べても大丈夫なのか？

　4月4日、福島原発で２号炉の高濃度廃液を処理す

るために、それ以外の「低濃度廃液」を海に大量に放

出してしまった。関東一円の野菜・牛乳・飲料水を汚

染した大気中への放射性物質の放散に続いて、今度

は海洋への放出。茨城沖のコウナゴから4000ベクレ

ルを越えるヨウ素、500ﾍﾞｸﾚﾙを越えるセシウムが検

出された。生物濃縮されて蓄積しているのか？　

　空から大量の海水を注いで原子炉を冷却して、高

濃度の放射能を含む水が溢れ出て、排水口から漏

れ出ていることが発覚したのが3月23日。この事態に

直面して、3月29日、農水省の講堂で「水産生物にお

ける放射性物質」の緊急の勉強会が開催された。

　この内容が本当かどうか、生協内部でまだ十分な

検討ができていませんが、今週取り急ぎ裏面で紹介

しておくことといたします。

　これまで水銀やＰＣＢなどは食物連鎖を通じて生物

濃縮されることが知られてきた。放射性物質はヒトや

魚などの生体内で生物濃縮され蓄積されないのか？

　母乳のデータでも何故かセシウムが検出されてい

ない。どうしてか？

　緊急勉強会で指摘された要点は、それぞれの核種

の性質により、生体内でどのような「挙動」を示すか

でした。以下に簡単に整理して紹介します。

カルシウムと同じ挙動を示す。20～30%が水に溶けて、体内
ではカルシウムと置換されて骨に蓄積してベータ線（電子粒子）を出
し続け、骨細胞破壊、ガン化。

28年

β線
固体ｽﾄﾛﾝﾁｳﾑ90

カリウムと同じ挙動を示す。 水に溶けにくく、きゅうりのカリ
ウムと同様に利尿作用で排出されやすい。が、その間はガンマ線（
電磁波）に暴露されるので細胞や染色体に影響を与える。

30年

γ線
固体セシウム137

昇華性があり気体として拡散、降下して汚染。ベータ線（電子粒子）
放射で細胞・染色体に影響。半減期が短いので長期蓄積という点で
は考慮されない。

8日

β線

個体
気体ヨウ素131

性質と挙動半減期状態

各地のモニタリングデータから常総生協作成

千葉県市原市　3/23日のピーク以後ゆるやかに降下

茨城県水戸市　まだ高い水準で推移

茨城県つくば市　3/21～26も高い数値
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●福島原発沖の海域モニタリング状況 （4月4日放出前後）

←3/23～4/5の推移。3/23が非常に高いピークになっ

ていて、4/4の意図的放出で第二のピーク（第５地点）


